
駐
車
場
不
足
解
消
へ
協
働

静 岡 ガ ス
富 士 宮 市

商
店
街
活
性
化
に
も
貢
献

観
光
客
を
地
元
商
店
街
に
誘
導

次
の
ス
テ
ッ
プ
を
検
討
中

空
き
店
舗
活
用
や
車
中
泊
な
ど

静
岡
県
富
士
宮
市
と
静
岡
ガ
ス
は
７
月
、
観
光
客
の
急
増
で
不
足
し
て
い
る
駐
車
場
の
問
題
を
解
消
す

る
目
的
で
連
携
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。
協
定
を
結
ぶ
直
接
的
な
契
機
は
、
２
０
１
７
年
１２
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」
が
予
想
以
上
に
盛
況
で
駐
車
場
不
足
が
問
題
に
な
っ
た
こ

と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
協
定
は
、「
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
商
店
街
活
性
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
悩
み
の
解
消
を
狙
っ
て
い
る
。
両
者
の
協
力
の
進
捗
状
況
を
見
て
み
た
。

富
士
宮
市
と
静
岡
ガ
ス
の
協

定
は
、
同
市
内
の
市
街
地
エ
リ

ア
を
対
象
に
、
空
き
地
を
は
じ

め
、
既
存
店
舗
や
病
院
等
の
駐

車
場
を
定
休
日
等
の
空
き
時
間

に
来
訪
者
へ
開
放
し
、
地
域
活

性
化
に
結
び
付
け
る
も
の
。
い

わ
ば
「
遊
休
資
源
」の
活
用
だ
。

こ
の
仕
組
み
に
静
岡
ガ
ス
が
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
「
軒
先
」
と
提

携
し
て
２
０
１
７
年
１２
月
に
開

始
し
た
駐
車
場
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ

ス
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｇ
Ａ
Ｓ
エ
ネ
リ

ア
パ
ー
キ
ン
グ
」
の
ス
キ
ー
ム

を
使
う
。
初
年
度
約
５０
台
分
の

駐
車
場
確
保
を
目
指
す
。
７
月

の
協
定
締
結
時
に
１３
台
、
８
月

２
日
時
点
で
２８
台
分
確
保
し
て

お
り
、
順
調
に
増
え
て
い
る
。

協
定
対
象
の
中
心
市
街
地
エ

リ
ア
と
は
、
市
内
を
東
西
に
走

る
Ｊ
Ｒ
身
延
線
富
士
宮
駅
～
西

富
士
宮
駅
間
の
線
路
の
北
側
に

あ
る
地
元
商
店
街
が
中
心
だ
。

も
と
も
と
、
全
国
に
１
３
０
０

余
社
あ
る
浅
間
神
社
の
総
本
山

「
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
」
の

門
前
町
と
し
て
栄
え
た
エ
リ
ア

で
、
こ
こ
に
静
岡
県
富
士
山
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
が
１７
年
１２
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

市
が
同
エ
リ
ア
の
駐
車
場
確

保
に
危
機
感
を
持
っ
た
の
は
、

こ
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
オ
ー

プ
ン
直
後
の
今
年
の
初
詣
の
時

期
だ
。「
浅
間
大
社
へ
の
初
詣

と
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ

ン
の
相
乗
効
果
で
予
想
以
上
に

訪
問
客
が
殺
到
し
、
か
つ
て
な

い
駐
車
場
待
ち
の
列
が
で
き

て
、
大
渋
滞
が
起
き
た
。
駐
車

場
の
絶
対
量
が
足
り
な
か
っ

た
」（
佐
野
和
也
富
士
宮
市
企

画
部
企
画
戦
略
課
地
域
政
策
推

進
室
長
）
と
話
す
。

ま
た
地
元
商
店
街
は
駐
車
場

不
足
に
、
も
と
か
ら
悩
ん
で
い

た
。
富
士
宮
市
は
１６
年
度
、
昔

よ
り
も
活
気
が
な
く
な
り
シ
ャ

ッ
タ
ー
街
に
な
り
始
め
た
商
店

街
の
将
来
を
当
事
者
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
、
市
の
幹
部
職
員

が
店
主
等
を
直
接
訪
問
し
、
聞

き
取
り
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の

結
果
、「
駐

車

場
が
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
が

圧
倒
的
に
多
か

っ
た
と
い
う
。

「
浅
間
大
社

で
祭
り
な
ど
が

あ
っ
て
も
、
多

く
の
来
訪
者
は

線
路
南
側
の
大

型
商
業
施
設
と

浅
間
大
社
を
行

き
交
い
、
地
元

商
店
街
ま
で
足

を
延
ば
し
て
は

く
れ
な
い
。
商
店
街
に
駐
車
場

が
あ
れ
ば
、
商
店
街
を
回
遊
し

て
も
ら
え
る
と
の
期
待
が
強

い
」（
佐
野
室
長
）

佐
野
室
長
は
、
こ
の
３
月
末

ま
で
商
工
振
興
課
に
所
属
し
て

お
り
、
商
店
街
等
の
担
当
と
し

て
駐
車
場
問
題
へ
の
対
応
を
考

え
あ
ぐ
ね
て
い
た
。「
静
岡
ガ

ス
が
駐
車
場
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
た
と
い
う
新
聞
記
事
を

見
て
、
こ
れ
だ
と
思
っ
た
。
静

岡
ガ
ス
に
相
談
し
、
協
力
方
法

を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
地

域
政
策
推
進
室
か
ら
協
定
方
式

の
提
案
を
受
け
た
」（
佐
野
室

長
）
と
い
う
。

当
時
か
ら
地
域
政
策
推
進
室

に
所
属
す
る
佐
野
卓
巳
主
査
は

「
市
は
公
平
性
が
求
め
ら
れ

る
。
民
間
企
業
と
連
携
す
る
に

は
、
協
力
内
容
を
協
定
の
形
で

オ
ー
プ
ン
に
し
た
方
が
動
き
や

す
い
し
、
市
が
何
を
し
た
い
の

か
広
く
伝
わ
り
や
す
い
。
ま
た

民
間
企
業
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
早

く
、
助
か
っ
て
い
る
」と
話
す
。

静
岡
ガ
ス
も
「
駐
車
場
シ
ェ

ア
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
を
広
げ

る
方
策
を
検
討
し
て
い
る
時
に

富
士
宮
市
か
ら
声
が
か
か
っ

た
。
観
光
地
と
し
て
魅
力
的
で

あ
り
、
地
域
企
業
と
し
て
地
域

活
性
化
も
大
事
だ
と
考
え
た
」

（
く
ら
し
事
業
本
部
く
ら
し
デ

ザ
イ
ン
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
山
本
明
子
氏
）と
話
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
話
が
進
ん
だ
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｇ
Ａ
Ｓ
エ
ネ
リ
ア

パ
ー
キ
ン
グ
は
、
不
稼
動
ス
ペ

ー
ス
を
持
つ
個
人
店
舗
な
ど
の

所
有
者
が
、
ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て

駐
車
場
と
空
き
時
間
を
登
録

し
、
１
日
単
位
で
貸
す
シ
ェ
ア

型
パ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
だ
。

富
士
宮
市
は
、
市
内
の
駐
車

場
所
有
者
に
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｇ
Ａ
Ｓ

エ
ネ
リ
ア
パ
ー
キ
ン
グ
へ
の
登

録
を
呼
び
掛
け
、
静
岡
ガ
ス
は

ウ
ェ
ブ
利
用
が
苦
手
な
所
有
者

へ
の
登
録
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
静
岡
ガ
ス
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
ウ
ェ
ブ
の
み
な
ら
ず
、
駐

車
場
所
有
者
に
直
接
説
明
す
る

の
が
特
徴
で
、
さ
ら
に
当
協
定

で
は
登
録
サ
ポ
ー
ト
ま
で
行

う
。「
市
と
協
定
を
結
ん
で
駐

車
場
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る

と
説
明
す
る
と
、
駐
車
場
提
供

者
も
地
域
活
性
化
に
協
力
し
た

い
、
と
応
じ
て
く
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
」（
河
合
秀
一
く
ら
し

事
業
本
部
く
ら
し
デ
ザ
イ
ン
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
）
と
い
う
。

す
で
に
同
市
観
光
協
会
が
作

成
し
た
商
店
街
周
辺
の
観
光
マ

ッ
プ
（
ま
ち
あ
る
き
回
遊
ラ
ン

チ
マ
ッ
プ
）
に
は
、
利
用
者
を

同
パ
ー
キ
ン
グ
の
ウ
ェ
ブ
へ
誘

導
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
。

「
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
か
ら
施

設
内
で
ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
を
配
布

し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

商
店
街
と
パ
ー
キ
ン
グ
両
方
の

Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
」（
山
本
明
子
富
士
宮
市
企

画
部
企
画
戦
略
課
地
域
政
策
推

進
室
主
査
）
と
い
う
。

河内長野市立文化会館、通称「ラブリーホール」。こ

こでは地域に根差した文化活動が多彩に行われていま

す。その一つに河内長野市文化振興財団が企画・制作す

る「河内長野マイタウンオペラ」があります。プロの声

楽家に加えて地元のアマチュア合唱団も参加する市民協

働の公演です。文化の拠点をガス燈 2基が見守ります。

富
士
宮
市
と
静
岡
ガ
ス
は
、

連
携
協
定
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

検
討
し
始
め
て
い
る
。
一
つ
は

軒
先
の
も
う
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
「
軒
先
ビ
ジ
ネ
ス
」だ
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
空
き
時
間
に

貸
し
出
せ
る
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
前
広
場
な
ど
を
登
録
し
、

週
単
位
や
１
日
単
位
で
貸
し
出

す
ス
ペ
ー
ス
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
。
静
岡
ガ
ス
が
軒
先

と
市
を
取
り
次
ぐ
形
で
、
富
士

宮
市
の
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

貸
し
出
す
こ
と
を
検
討
中
だ
。

「
商
店
街
活
性
化
の
た
め
、
空

き
店
舗
を
利
用
し
て
新
規
出
店

す
る
事
業
者
向
け
の
補
助
制
度

を
行
っ
た
が
、
補
助
を
受
け
た

事
業
者
の
３
分
の
１
が
店
を
た

た
ん
で
し
ま
っ
た
。
家
賃
の
負

担
が
大
き
い
の
が
主
な
要
因

で
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ェ
ア
で
あ
れ

ば
、
ハ
ー
ド
ル
は
下
が
る
」

（
佐
野
室
長
）
と
期
待
す
る
。

も
う
一
つ
は
、
同
市
北
部
に

あ
る
朝
霧
高
原
に
あ
る
道
の
駅

の
駐
車
場
を
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
向
け
に
貸
し
出
す
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
だ
。「
道
の
駅

に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
泊
ま
っ

て
い
る
人
が
い
る
が
、
有
料
化

し
て
堂
々
と
し
て
使
っ
て
も
ら

い
た
い
。
も
う
１
日
滞
在
し
て

も
ら
え
ば
、
翌
日
に
市
街
地
エ

リ
ア
で
観
光
し
て
も
ら
え
る
か

も
し
れ
な
い
」（
佐
野
主
査
）。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
観
光
客
）
の
集
客
も
見
込
め

る
。
成
田
空
港
の
近
く
に
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
を
レ
ン
タ
ル
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
て
お
り
、
そ

う
し
た
顧
客
が
安
心
し
て
泊
ま

れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
。
国
が

進
め
る
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
国
立
公
園
を
楽
し
め
る
よ

う
、
施
設
や
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
新
た
に
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
そ
の
方
向
性
と
も
合
致

す
る
。

ま
た
朝
霧
高
原
で
は
毎
年
１０

月
の
週
末
２
日
間
、「
朝
霧
Ｊ

Ａ
Ｍ
」
と
い
う
野
外
音
楽
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
、
１７
年
は
来
場

者
延
べ
約
２
万
４
０
０
０
人
だ

っ
た
。
従
来
は
音
楽
イ
ベ
ン
ト

の
み
に
参
加
し
て
帰
る
観
客
が

多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
宿
泊
を

促
し
、
約
２０
㎞
（
自
動
車
で
３０

分
程
度
）
の
距
離
に
あ
る
富
士

宮
市
中
心
市
街
地
を
観
光
し
て

も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
が

来
場
者
に
配
布
す
る
ご
み
袋

に
、
商
店
街
の
Ｐ
Ｒ
や
、
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｚ
Ｇ
Ａ
Ｓ
エ
ネ
リ
ア
パ
ー
キ

ン
グ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷
で

き
な
い
か
な
ど
、
作
戦
を
練
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

◇

都
市
ガ
ス
会
社
が
「
総
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
」
を
目
指
し
始
め

た
サ
ー
ビ
ス
が
、
当
初
の
狙
い

と
は
異
な
る
形
で
地
域
と
の
絆

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
地
域
に
根
差
し
た
ガ

ス
会
社
の
、
新
た
な
展
開
の
方

向
性
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。

▼本社＝静岡市駿河区▼設

立＝1910 年▼社 長＝岸 田

裕之▼供給区域＝静岡市、

富士市、富士宮市、沼津市、

三島市、裾野市、清水町、

長泉町、函南町、袋井市、

御殿場市▼需要家件数＝31

万 8264 件(2017 年度。普及

率 61.7％）▼グループ会

社＝都市ガスの中遠ガス、

袋井ガス、下田ガス、御殿

場ガス、島田ガス、信州ガ

ス、吉田ガス、佐渡ガス、

プロパンガス販売等の静岡

ガスエネルギー、電力販売

等の静岡ガス＆パワーなど

日
本
ガ
ス
協
会
の
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
広
報
グ
ル
ー
プ
、
小

野
（

０
３
・
３
５
０
２

・
０
１
１
２
）
ま
で
。

静岡ガスのプロフィール

河合氏

富士宮市

MAP

ＳＨＩＺＧＡＳエネリアパーキングの仕組みを使っ

た駐車場の例

山本氏

左
か
ら
富
士
宮
市
の
佐
野
主

査
、
佐
野
室
長
、
山
本
主
査

ラブリーホール（大阪府河内長野市）

撮影：川村典幸

（毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞日3月9（平成30年）年2018日本ガス協会のページ9

清
掃
工
場
を
核
に
産
業
振
興

佐賀ガス
佐 賀 市

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
具
体
化
へ

Ｃ
Ｏ
２

利
用
事
業
を
拡
大

佐
賀
ガ
ス
も
協
力

佐
賀
市
は
、「
平
成
の
大
合
併
」
が
行
わ
れ
た
２
０
０
５
年
頃
か
ら
、
清
掃
工
場
や
下
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
廃
棄
物
な
ど
生
物
由
来
の
有
機
資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
と
し
て
有
効

活
用
す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
多
く
の
自
治
体
が
取
り
組
む
ご

み
発
電
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ご
み
焼
却
時
の
排
ガ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
高
純
度
の
Ｃ
Ｏ

２

を
産
業
振

興
に
生
か
し
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。
佐
賀
ガ
ス
は
同
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
に
協
力
し
て
お
り
、今
後
、

具
体
的
事
業
へ
の
参
画
な
ど
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
市
内
に
２
０
１
４
年
３

月
に
設
立
さ
れ
た
藻
類
の
培
養

・
販
売
会
社
「
ア
ル
ビ
ー
タ
」。

同
社
は
今
年
、
藻
類
の
「
ヘ
マ

ト
コ
ッ
カ
ス
」
由
来
の
抗
酸
化

物
質
を
使
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン

ト
、
化
粧
品
を
発
売
し
た
。
同

社
オ
フ
ィ
ス
で
の
直
販
、
ネ
ッ

ト
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ヘ
マ

ト
コ
ッ
カ
ス
培
養
に
は
、
佐
賀

市
清
掃
工
場
の
ご
み
焼
却
排
ガ

ス
の
高
純
度
Ｃ
Ｏ

２

が
使
わ
れ

て
い
る
。
培
養
事
業
は
、
佐
賀

市
と
同
社
が
１４
年
６
月
に
締
結

し
た
「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
利
活

用
協
定
」
の
産
物
だ
。

佐
賀
市
の
江
島
英
文
・
企
画

調
整
部
新
産
業
推
進
課
長
は
、

背
景
を
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。「
清
掃
工
場
の
資
源
有
効

利
用
方
策
と
し
て
、
ご
み
発
電

や
市
民
プ
ー
ル
で
の
温
水
利
用

に
加
え
て
で
き
る
こ
と
を
検
討

し
た
。
Ｃ
Ｏ

２

は
野
菜
の
育
成

促
進
作
用
が
あ
る
。
清
掃
工
場

周
辺
に
は
農
地
が
多
く
、
Ｃ
Ｏ

２

で
地
元
の
農
業
振
興
に
貢
献
で

き
る
と
考
え
た
。
１３
年
１０
月
に

Ｃ
Ｏ

２

回
収
の
テ
ス
ト
機
を
設

置
、
そ
の
Ｃ
Ｏ
２

を
使
っ
た
野

菜
の
栽
培
実
験
に
成
功
。
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
企
業
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
」。

そ
れ
が
、
東
京
で
廃
棄
物
処

理
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る

「
シ
ン
シ
ア
」
と
、
米
国
で
藻

類
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る

「
ヒ
リ
エ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
」
で
、
両
社
が
ア
ル
ビ
ー

タ
を
共
同
で
設
立
し
た
。
両
社

は
当
初
か
ら
藻
類
由
来
の
抗
酸

化
物
質
で
化
粧
品
等
を
製
造
す

る
プ
ラ
ン
を
持
ち
、
藻
類
培
養

の
た
め
、
よ
り
「
エ
コ
」
な
Ｃ

Ｏ
２

供
給
源
を
求
め
て
い
た
。

問
い
合
わ
せ
を
き
っ
か
け
に

ア
ル
ビ
ー
タ
を
設
立
、
１６
年
に

清
掃
工
場
西
側
の
近
隣
地
に
約

２
!
の
第
１
工
場
（
培
養

施

設
）
が
完
成
し
た
。
同
工
場
で

で
き
た
抗
酸
化
物
質
を
使
っ
た

化
粧
品
等
が
、
清
掃
工
場
の
Ｃ

Ｏ
２

利
用
製
品
の
第
１
号
だ
。

同
社
は
さ
ら
に
、
清
掃
工
場
北

側
隣
接
地
に
、
第
１
工
場
の
約

１０
倍
規
模
の
第
２
工
場
計
画
を

進
め
て
お
り
、
い
よ
い
よ
藻
類

事
業
が
拡
大
期
に
入
る
。

Ｃ
Ｏ

２

利
用
は
藻
類
培
養
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
清
掃
工

場
と
ア
ル
ビ
ー
タ
の
第
１
工
場

の
間
の
約
２
!
に
、
Ｊ
Ａ
全
農

が
大
規
模
な
環
境
制
御
型
園
芸

農
業
の
モ
デ
ル
施
設
を
つ
く

り
、
１９
年
９
月
か

ら
Ｃ
Ｏ

２

の

栽
培
促
進
効
果
を
活
用
し
た
キ

ュ
ウ
リ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
開
始

す
る
予
定
だ
。

同
市
の
Ｃ
Ｏ

２

分
離
・
回
収

は
、
温
度
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ

２

だ

け
を
吸
着
し
た
り
、
放
出
し
た

り
す
る
「
ア
ミ
ン
溶
液
」
と
い

う
化
学
物
質
の
作
用
を
使
っ
て

い
る
。
同
工
場
か
ら
出
る
Ｃ
Ｏ

２

の
濃
度
は
９９
％
以
上
、
Ｃ
Ｏ
２

成
分
規
格
は
食
品
添
加
物
の
基

準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い

う
。
元
々
石
炭
火
力
発
電
所
の

排
ガ
ス
か
ら
Ｃ
Ｏ

２

を
回
収
す

る
た
め
の
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・
貯
留

（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
と
し
て
東
芝
が
開
発
。
そ
れ

を
佐
賀
市
の
要
請
で
清
掃
工
場

向
け
に
転
用
し
た
。
清
掃
事
業

の
排
ガ
ス
か
ら
の
Ｃ
Ｏ

２

回
収

・
利
用
は
世
界
初
。「
５０
年
に

（
Ｃ
Ｏ

２

を
含
む
）
温
室
効
果

ガ
ス
８０
％
削
減
」
と
い
う
長
期

目
標
に
向
け
て
、
大
い
に
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
技
術
だ
。

佐
賀
市
は
藻
類
の
培
養
を

「
第
１
次
産
業
」
と
捉
え
、
さ

ら
に
有
用
成
分
の
抽
出
・
製
品

加
工
（
第
２
次
産
業
）、
流
通

・
販
売
（
第
３
次
産
業
）
な
ど

を
一
気
通
貫
で

事
業
化
す

る

「
６
次

産

業

化
」
を
狙
う
。

有
識
者
等
の
サ

ポ
ー
ト
を
得
ら

れ
る
よ
う
市
、

佐
賀
大
学
、
筑

波
大
学
の
三
者

で
藻
類
産
業
創

出
に
向
け
た
協

定
を
１６
年
８
月

に
結
び
、
１８
年

３
月
に
は
「
さ
が
藻
類
産
業
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
。

さ
ら
に
民
間
企
業
、
金
融
機

関
、
大
学
、
行
政
な
ど
に
よ
る

「
さ
が
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
協
議

会
」
を
１７
年
７
月
に
設
立
し
、

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
と
協
議
会

が
連
携
す
る
体
制
を
整
え
た
。

協
議
会
に
は
佐
賀
ガ
ス
も
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

佐
賀
市
が
バ
イ
オ
マ
ス
政
策

に
力
を
入
れ
る
背
景
に
は
、
０５

年
と
０７
年
、
２
回
に
わ
た
っ
て

行
っ
た「
平
成
の
大
合
併
」が
あ

る
。「
ご
み
処
理
事
業
を
効
率
化

す
る
た
め
、
１
市
６
町
１
村
に

散
在
し
た
老
朽
化
３
工
場
を
廃

止
し
、
旧
佐
賀
市
が
０３
年
度
に

完
成
さ
せ
た
清
掃
工
場
に
統
合

し
よ
う
と
新
市
政
と
し
て
考
え

た
。し
か
し
、周
辺
住
民
か
ら

『
旧
佐
賀
市
の
ご
み
だ
け
の
処

理
と
聞
い
た
か
ら
建
設
に
同
意

し
た
の
に
約
束
違
反
だ
』
と
反

発
さ
れ
た
。
秀
島
敏
行
市
長
が

周
辺
住
民
一
軒
一
軒
に
直
接
出

向
き
、理
解
を
求
め
た
」（
森
清

志
・
環
境
部
理
事
兼
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
推
進
課
長
）。

秀
島
市
長
は
元
佐
賀
市
職
員

で
、
当
時
担
当
課
長
と
し
て
清

掃
工
場
建
設
に
携
わ
り
、
そ
の

際
工
場
周
辺
住
民
と
面
識
が
あ

っ
た
と
い
う
。
ご
み
処
理
事
業

集
約
で
住
民
理
解
を
得
る
た
め

に
奔
走
し
た
際
、
清
掃
工
場
の

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
、
地

域
に
還
元
す
る
現
在
の
「
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
の
基

本
方
針
が
固
ま
っ
た
と
い
う
。

地
域
活
性
化
に
は
、
地
域
の
資
源
を
い
か
に
う
ま
く
活
用
す
る
か
が
肝
要
だ
。
ど
う
い
う
資
源
に
目
を
付
け
る
か
が
、
地
元
行
政
の
腕
の
見
せ
所
と
な
る
。
そ
の

際
、
地
域
密
着
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
で
あ
る
都
市
ガ
ス
事
業
者
が
活
躍
す
る
場
面
も
多
そ
う
だ
。
今
回
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
に
取
り
組
む
佐
賀
市
と
、
そ
れ
に

協
力
す
る
佐
賀
ガ
ス
の
事
例
、
遊
休
地
と
い
う
「
資
源
」
利
用
を
目
指
す
静
岡
県
富
士
宮
市
と
静
岡
ガ
ス
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

佐
賀
市
と
佐
賀
ガ
ス
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
政
策
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
協
力
関
係
に
あ
る
。

市
は
、「
清
掃
工
場
は
毎
年

１１
月
に
２
～
３
週
間
、
点
検
の

た
め
停
止
す
る
。
そ
の
間
Ｃ
Ｏ

２

を
需
要
家
に
供
給
で
き
な
い
の

が
問
題
だ
。
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

を
Ｃ
Ｏ

２

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
供

給
源
に
す
る
他
自
治
体
の
例
も

あ
る
」（
森
課
長
）
と
、
ガ
ス

へ
の
期
待
を
語
る
。

佐
賀
ガ
ス
は
「
佐
賀
市
の
発

展
あ
っ
て
の
当
社
。
市
の
施
策

に
は
大
い
に
協
力
し
た
い
」

（
門
谷
聡
一
社
長
）
と
の
基
本

方
針
だ
。
市
と
の
窓
口
役
の
高

松
順
二
顧
問
は
「
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
で
、
天
然
ガ
ス

の
ク
リ
ー
ン
さ
を
活
用
で
き
る

場
所
が
必
ず
あ
る
」
と
話
す
。

ま
た
清
掃
工
場
の
周
辺
地
区

の
活
性
化
に
大
い
に
注
目
し
て

い
る
と
い
う
。
森
課
長
が
「
こ

れ
ま
で
の
清
掃
工
場
は
歓
迎
さ

れ
な
い
施
設
と
い
う
側
面
が
否

め
な
い
が
、
藻
類
関
連
産
業
な

ど
雇
用
が
生
ま
れ
れ
ば
、
周
辺

住
民
も
見
方
を
変
え
て
く
れ
る

と
思
う
。
実
際
、
清
掃
工
場
周

辺
に
は
住
宅
な
ど
民
間
の
開
発

計
画
も
進
ん
で
い
る
」
と
話

す
。
そ
う
な
れ
ば
新
た
な
ガ
ス

需
要
も
見
込
め
る
。

佐
賀
ガ
ス
は
「
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
の
関
連
施
設
誘

致
が
成
功
し
て
い
け
ば
、
そ
れ

自
体
が
新
規
の
熱
需
要
に
な
り

得
る
」（
田
中
英
二
取
締
役
供

給
部
長
）、「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

で
雇
用
が
生
ま
れ
れ
ば
、
周
辺

に
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
が
立

地
し
、
新
た
な
需
要
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
大
い
に
注
目

し
て
い
る
」（
栗
原
雅
一
取
締

役
営
業
部
長
）
と
話
す
。

◇

佐
賀
市
の
「
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
」
は
、
地
域
に
不

可
欠
な
が
ら
「
歓
迎
さ
れ
な
い

施
設
」
と
さ
れ
る
清
掃
工
場
な

ど
の
価
値
を
見
直
し
、
さ
ら
に

地
域
に
貢
献
す
る
施
設
に
し
よ

う
と
す
る
構
想
で
も
あ
る
。
佐

賀
ガ
ス
の
協
力
で
、
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
が
価
値
を
高

め
ら
れ
れ
ば
、
ガ
ス
業
界
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
ガ
ス
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
の
先
進
的
モ
デ
ル

と
な
る
だ
ろ
う
。

▼本社＝佐賀市兵庫町大

字西渕▼営業開始＝2003

年▼社長＝門谷聡一▼供

給区域＝佐賀市▼需要家

件 数＝2 万 1700 件（2017

年度見込み。普及率 34．

0％）▼設 立 経 緯＝02 年

に会社を設立し、03 年に

佐賀市ガス局から一般ガ

ス事業譲渡を受けて営業

開始した。親会社はＬＰ

ガス、自動車燃料、航空

機燃料などを関東、中

国、九州で展開する三愛

石油

■■■ 自治体と連携 ■■

佐賀ガスのプロフィール

地
域
の
資
源
を
生
か
す

ご
み
や
遊
休
地
の
活
用
に
協
力

左から佐賀市の森課長と江島課長

清掃工場内に設置されたＣＯ２

分離・回収装置

手前から順に清掃工場、環境制御型園芸農業

モデル施設予定地、藻類培養工場

バイオマス資源を活用した

サプリメント、化粧品

佐賀市のバイオマス事業例

・4500 kW のごみ発電（新電力荏原環境プラントが市立小

中学校、公共施設など 110 カ所に地産地消電力を供給）

・冷却水の落下エネルギーを活用した小水力発電

・余熱を隣接する「佐賀市健康運動センター」内の温水プ

ールの加温用に有効活用

・使用済みてんぷら油を市営バス、ごみ収集車用の燃料に

利用

・消化ガス（下水汚泥を発酵処理して発生するメタンガ

ス）を発電して５割以上の所内電力に活用

・汚泥を堆肥化して全量を農業に利用

・処理水に含まれる窒素・リンはノリの栄養素になるた

め、ノリが育つ冬季に高濃度にして排出、地元のノリ養

殖に貢献

○佐賀市清掃工場

○佐賀市下水浄化センター

門谷社長

高松顧問

田中部長

栗原部長

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
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